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～地方分権時代にふさわしい自治体議会のあり方～
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舞鶴市議会 議員研修会（８０周年記念講演会） 実施日：令和５年10月25日

議会広報資料

【舞鶴市議会８０周年記念講演会】
舞鶴市議会は、令和５年で発足から８０年を迎えました。
これを機に、あらためて議会の意義や在り方を考え、市民の皆様にも

御理解いただく機会として、「舞鶴市議会８０周年記念講演会」を開催
しました。

＜日時＞
令和５年１０月２５日（水）午後２時～４時

＜会場＞
ホテルベルマーレ

＜内容＞
テーマ：地方分権時代にふさわしい自治体議会の在り方
講師：明治大学政治経済学部教授 牛山久仁彦 氏

＜参加者＞
公募による市民の皆様、舞鶴市議会議員ＯＢの皆様、
市長・教育長をはじめとした執行機関の職員の皆様、
近隣市議会議員の皆様、舞鶴市議会議員 合計１４０人
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【研修目的・講義内容】
🔷人口減少社会の急速な進行など自治体議会をとりまく環境が変化

する状況において自治体議会がその役割を果たしていくための改革
すべき課題と改革の方向性について学び、今後の議会活動に生かす。

【講 師】 明治大学政治経済学部教授 牛山 久仁彦 氏

【講 演】 舞鶴市議会８０周年記念講演
～地方分権時代にふさわしい自治体議会のあり方～

🔷 地方分権と自治体議会の関係

・地方分権は、地方自治体が、地域課題の解決や地域づくりに

対して主体的に取り組めるようにするための改革

・地方自治の本旨は、団体自治（市長を中心とする行政機関）と

住民の参加によって運営される住民自治（議会）から成り立つ

・住民の参加と住民自身の判断による自治を実現していくことが

地方自治体共通の課題
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【内 容】

🔷自治体議会をとりまく環境の劇的変化

・人口減少社会の加速

・VUCA時代の到来

・コロナ禍で提起された課題への対策

地方分権改革の進展と自治体議会への期待
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🔷 議会改革の方向性

・ 住民との関係の強化と政策能力の強化

→ 地域の実情に即した議会のあり方と住民との合意形成

→ 自治体議会の活性化を通じて民主主義の学校を再構築

→ 議会改革の視点の確認
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VUCA（ブーカ）とは

変動性・不確実性・複雑性・曖昧性 4 つの単語の
頭文字をとった造語

Volatility      ：変動性
Uncertainty ：不確実性
Complexity  ：複雑性
Ambiguity    ：曖昧性

例）頻発する激甚災害、新型コロナウイルスの世界的な
感染拡大、ロシアによるウクライナ侵攻など

民主主義の学校とは

・ 民主主義とは、人民が主権を持ち、自らの手で、
自らのために政治を行う政治形態

・ 地方自治は、より主体的に政治に参加することに
よって、民主主義の運営についての基本的な事柄
を学び、政治や行政に関する素養を身につけるこ
とができる「学校」と言える
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